
AIによるリアルタイムハザードマップシステム

本システムは、XバンドMPレーダー（XRAIN）による「降雨情報（観測雨量、予測雨量）」と、マンホールアンテナ

による「下水道管渠や水路内の水位情報」を、当社のクラウドシステム（Blitz GIS）上にリアルタイムに表示し、

浸水状況の即時かつ一元的な管理を実現します※2。

さらに、より早期の水防活動を可能とするため、降雨、水位、潮位といった複数の浸水要因を学習したAIを用い、

30分以内の浸水状況を即時に予測し発信する「リアルタイムハザードマップシステム」を構築しています。

これらの情報をクラウドサーバにストックすることで、雨水管理ツールとして降雨・水位情報、浸水被害状況、

防災活動状況等の蓄積と防災情報の共有と一元管理を実現します。

浸水の危険をいち早く察知し、通知・周知する防災情報システム
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AIによる水位予測

※1 マンホールアンテナは、東京下水道サービス（株）、日之出水道機器（株）および明電舎の共同開発品です。

※2 特許第6867638号 下水道監視システム及び下水道監視プログラム
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降雨・水位・GISを一元化

情報共有

クラウド

水位予測から氾濫域を表示

水位計が設置された排水区内の浸水状況を
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雨水管理に必要な情報の見える化・一元化を支援
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お問い合わせ先 国内インキュベーション事業部DXソリューション部
TEL 031-5323-6374 FAX 03-5323-6485

©株式会社日水コン

実績（一部）

2021年6月時点で4団体にて運用中です。導入経緯等の一部を紹介します。

導入年度 発注者 業務名称

2017 愛知県A市
局地的豪雨などに起因する水防活動を確実かつ円滑に行うことを目的として導入して
おり、総合雨水対策計画のソフト対策と位置付けて導入。

2018 千葉県B市
局地的豪雨などに起因する水防活動を確実かつ円滑に行うことを目的に、リアルタイ
ムに観測情報を発信する水位計（マンホールアンテナ）の設置に併せて導入。下水道
部局と防災部局で情報共有ツールとして利用。

システムイメージ

下水処理場
運転管理支援

地下施設・事業場
止水板 土のう退避勧告

住民
土のう

自治体
退避勧告

状況把握
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マンホールアンテナ
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クラウド
サーバ
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避難場所の準備

GIS情報「Blitz GIS」

地下工事現場
退避小雨

水位計

全国地図 (精度1/500～1/2,500)

下水道関連データ (管路・ポンプ場等)

XRAIN 250mメッシュの
予測・実況雨量

5～60分後までの
浸水危険度の予測結果

アラート配信(電子メール)

マンホールアンテナ

各施設の浸水危険度を判定し自動配信

降雨状況により色分け表示し
局所降雨を捕捉（実況・予測）

管路内水位や過去24時間の
ハイエトグラフ表示（実況）

過去24時間の降雨量・積算雨量
の推移グラフ表示（実況）

浸水危険度の色分け表示
（降雨・水位情報による判定）

平成29年1月サービス開始

雨水管理機能 情報共有機能

各現場毎に対応結果を分類し記録可能
（分類による色分け表示）

必要に応じてメモを追加
（手書き入力も可能）

 いつ  誰が  どこで  何
をしたか 確認できる

予測水位・流量の規定値超過、
観測水位によるアラート配信

（電子メール）

現場の状況を
写真・動画やコメント登録


